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［成果情報名］リン酸緩衝液を用いたコマツナ発芽試験法による堆肥の安全性評価

［要約］従来のコマツナ発芽試験法においては、堆肥抽出液のｐＨやＥＣが実際に施用し

た場合と大きく異なる問題があった。リン酸緩衝液を用いて水抽出液のＥＣを一定に調整

すれば、ｐＨやＥＣの影響を低くして家畜ふん堆肥の植物に対する安全性を評価できる。
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［背景・ねらい］

シャーレで行うコマツナの発芽試験法は、家畜ふん堆肥の植物に対する安全性を比較的

簡便に評価できる方法である。しかし、本試験法で用いる堆肥の水抽出液は、堆肥をほ場

に施用した場合とｐＨやＥＣが大きく異なり、現実的な評価結果が得られない可能性があ

る。そこで、土壌に堆肥を施用した場合の溶液と堆肥抽出液とのｐＨやＥＣの違いを調べ

るとともに、ｐＨやＥＣの影響を軽減するためシャーレ試験法の改良を行う。

［成果の内容・特徴］

１．堆肥を水で抽出した液のｐＨは ～ のアルカリ性を示すことが多いが、実際に堆8 10

肥を施用した場合、土壌溶液のｐＨはかなり低くなる。ＥＣについては、堆肥抽出液

は土壌溶液より高い値を示すとともに、変動が顕著に大きい（図１ 。堆肥の水抽出）

液を用いる発芽試験法は、土壌の緩衝能を考慮していないため、極端に高いｐＨや、

変動の大きいＥＣの影響を受ける問題点がある。

２．堆肥の水抽出液に Ｍリン酸緩衝液を添加し、ＥＣ に調整すると、ｐＨも 前後2 4.0 7

に調整される（表１ 。）

４．堆肥を水抽出し、従来法により発芽試験を行うと、腐熟の進んだ堆肥でもコマツナの

根の伸張阻害が大きい場合があるが、水抽出後ｐＨ・ＥＣを調整した液を用いると、

堆肥化日数が長いほど植物阻害が小さくなり、現実の反応に近い結果が得られる（図

２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１． Ｍリン酸緩衝液は、 Ｍリン酸水素二カリウムと Ｍリン酸二水素カリウムで作成2 2 2

したもの（ｐＨ 、ＥＣ ）を用いる。6.3 149

２．対照として、 Ｍリン酸緩衝液をＥＣ になるように希釈した液（ｐＨ ）を用い2 4.0 6.9

て発芽試験を行い、根長の比で各供試液の生育阻害性を評価する。なお、本緩衝液に

よるコマツナの根長は蒸留水を使用した場合の ％程度である。75

３．堆肥抽出液をＥＣ に調整するためには、 Ｍリン酸緩衝液を最大 ／ 加4.0 2 0.2ml 10ml

えればよく、希釈が発芽試験結果に与える影響は無視できる。




